





































も生菌数の約 1～ 100分の 1の菌量が生育していたこ
とから，感染時の EHECの存在割合を勘案して，十
分検出可能であり，EHEC検出用の分離培地として優
れていると思われた。
2の試験結果より，EHEC以外の大腸菌が多く存在
している通常便への菌添加後の検出試験で，6血清型
とも STECは検出割合が最も優れていたことから，こ
れらの血清型 EHECを同時に検出することが可能で
あることが示唆された。
近年，O157以外の EHECの検出が国内外で増加し
ていることから，感染症・食中毒等の健康危機管理検
査への STECの活用は，EHEC検出率の向上に繋がり，
有用であると思われる。
本検討に際し，千葉県衛生研究所から菌株を分与い
ただいたこと，及び助言をいただいた平井研究員に深
謝します。
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図 1　通常便への菌添加による培地性能比較
